


別紙２ 

「改定」と「改正」について 

 

改定 

改定は「以前のものを改めて新しく定める」ことをいう。 

改定の「定」は「定める」ことなので、既存のものに変更を加えて新たにルールを 

決めるという意味合いで使われる。 

 

古賀市人権施策基本指針は「改定」にあたります。 

 

 

改正 

「改正」は、規則、法律などを改める場合に使う。 

改め直すことであるが、直してよくする意が強い。  

ただし、「改正」は社会制度、組織などの大きな制度や機構には用いられない。 

 

※「改定」と「改正」の違いは、「変更する」か「間違いや良くない部分を正す」かの 

違いとなります。 

 

 



別紙３ 

◆字句の訂正・誤植・追加等について 

 

古賀市人権施策基本指針改定案に、以下のとおり誤植や訂正、追加を要する箇所が 

ありました。 

 お詫び申し上げるとともに、以下のとおり修正をお願いいたします。 

 

 

① ８ページ 部落差別（同和問題） 

下から１1行目  

誤：た␣差別発言や  ⇒  正：た差別発言や （不要な␣を埋めます） 

 

② ９ページ 部落差別（同和問題） 

下から７行目 

誤：つなげていく発展的  ⇒  正：つなげていく、発展的 （「、」を追加） 

 

③ ９ページ 部落差別（同和問題） 

下から１～２行目 

誤：スキルアップや、関係機関と連携を図り、相談機能・体制の充実に努めます。 

正：スキルアップを図り、関係機関と連携、相談機能・体制の充実に努めます。  

 

④ １２ページ 子どもの人権問題 

上から２０行目（＝〇の９個目） 

誤：子どもを取り囲む大人  ⇒  正：子どもを取り巻く大人 

 

⑤ １３ページ 高齢者の人権問題 

上から２１行目（＝〇の５個目） 

誤：高齢者に対する不安や悩み  

正：高齢者及び高齢者の養護者が抱える不安や悩み 

 

⑥ １５ページ 外国人の人権問題 

上から３行目 

誤：与えるのみでなく  ⇒  正：与えるのみならず 

 

 

 



⑦ １５ページ 外国人の人権問題 

下から３～４行目 

誤：とれるような支援に取り組みます。  

正：とれるよう、支援に取り組みます。 

 

⑧ １８ページ 災害に伴う人権問題 

上から６～７行目 

誤：日常生活の中でも、危険が隣り合わせなのです。 

正：日常生活の中でも、発生する危険は隣り合わせなのです。 

 

 

 古賀市人権施策年表に関する訂正など  

   １９７２年 

中学校歴史教科書部落問題記述 → 「記述」を「記載」に訂正。 

 

２０００年 

男女共同参室を男女共同参画局に体制強化 → 男女共同参画室「画」を追記。  

 

２００１年 

配偶者暴力防止施行 → 配偶者暴力防止法施行 「法」を追記。 

 

２０２１年 

改正プロバイダー責任制限法の成立 → プロバイダー責任制限法の改正  

                   （表記変更）  

２０２１年 

中学校教科書に部落差別解消推進法記載  ※年表に追加いたします。 



項番 委員名
資料の
ページ

質問内容 回答

1 萱沼委員
４ページ

（１）改定の趣旨

新型コロナウイルス感染症にかかる人権侵害の問題は、
当初は医療従事者など特定業種の人々や家族に対するも
のが主でしたが、その後、地域、年齢、性別等に関わら
ず、誰もが人権侵害の被害者ともなり、加害者ともなる
状況が全国的に広がったと思います。それにより、改め
て人権侵害は対岸の火ではなく、我が事として意識され
るようになった大きな契機となったと思います。その点
を含んだ表現を検討していただきたいです。

１６ページに掲載しております、「感染症患
者等に関する人権問題」の１４行目にご指摘
いただきました点を含めた表現追記討いたし
ました。（別紙５をご参照ください）

2 萱沼委員
１０ページ

女性の人権問題

説明文が終始「活躍」の内容になっている点が気にかか
ります。社会参加や就業機会の確保とともに、ＤＶやハ
ラスメントといった命の危機や、貧困の問題につながる
課題も重要かと思います。
取組内容の〇に、その点は記されているのですが、説明
文にも含まれる方が、就業などを通じて社会参加してい
る女性以外の、多様な女性も包括して人権問題として取
り組んでいる姿勢が示せるのではないでしょうか？

１０ページ「女性の人権問題」の説明文を変
更いたしました。（別紙５をご参照くださ
い）

3 萱沼委員
１３ページ

高齢者の人権問題

現在、国で進められている地域包括ケアや、７０歳現役
社会の実現においては、高齢者の社会参加や就業機会の
確保といった点が含まれているかと思います。よって、
高齢者の人権問題においても、健康状態や年齢などに関
わらず、地域で尊重されることを記す部分が含まれても
良いのではないかと思いました。

１３ページ「高齢者の人権問題」の説明文を
変更いたしました。（別紙５をご参照くださ
い）

2021（令和3）年度　人権施策基本指針改定（案）事前質問に対する回答について

関係課

人権センター

福祉課
健康介護課

人権センター

別紙４

別紙４



項番 委員名
資料の
ページ

質問内容 回答

4 萱沼委員
１３ページ

高齢者の人権問題

高齢者に限らず社会的支援を要する人・家族に共通する
ものだと思いますが、今後、一人暮らし高齢者が古賀市
においても増加していくことを考えると、まず高齢者の
部分に「社会的孤立や孤独」をなくし、共生社会の実現
をめざしていくといった表現が含まれていても良いので
はないかと思いました。社会的孤立が人権侵害につな
がっていくことがありますので、重要なキーワードだと
思います。

１３ページ「高齢者の人権問題」の説明文を
変更いたしました。（別紙５をご参照くださ
い）

5 萱沼委員
１８ページ

災害に伴う人権問題

【２・災害の対応】この部分の取り組み〇の一つ目で、
日頃から災害に備える「自助」の重要性に努めます。と
いう点が気にかかります。災害に対する日頃からの取り
組みは、自助のほか、地域などによる相互扶助やその地
域などの取り組みを支援する公助も重要なのではないで
しょうか？近年、地域のコミュニティ機能として、災害
時の役割の重要性が再認識されている点からも、表記の
表現等、検討していただければと思います。

１８ページ「災害に伴う人権問題」の２・災
害の対応の説明文を変更いたしました。（別
紙５をご参照ください）

6 萱沼委員
２０ページ

さまざまな人権問題

説明文の「人身取引の問題」は、日本・古賀市在住の
人々にとっては、この表現では「身近な人権問題だ」と
すぐにぴんとくるのは難しいのではないでしょうか？主
として日本では女性や外国人に対する性的搾取が問題視
されていることから、取り入れられたと推察します。
よって、表記においては（　）に具体的な侵害の内容を
表記してはいかがでしょうか？
例）人身取引の問題（強制労働、強制結婚、性的搾取な
ど）

（　）に具体的な侵害の内容表記するようい
たします。
（修正案）
人身取引の問題（強制労働、強制結婚・偽装
結婚、臓器売買、性的搾取など）

2021（令和3）年度　人権施策基本指針改定（案）事前質問に対する回答について

関係課

福祉課
健康介護課

人権センター

総務課

別紙４

別紙４



項番 委員名
資料の
ページ

質問内容 回答

7 萱沼委員
２１ページ
下から４行目

（人権教育・啓発の展開）

Ｐ２１で人権と関わりの深い公務員、教職員～、という
表現は、Ｐ２４で用いている「特定職業従事者」と表現
するのが良いと思います。よって、Ｐ２１に用語解説を
入れた上で、「特定職業従事者」と表現するのが良いと
思います。現行では、Ｐ２４で説明なく突然「特定職業
従事者」という言葉が出てくるので、一般市民の方には
分かりにくいかと思います。
（※用語の表記についての御助言）

２１ページの表現は、「特定職業従事者※」
と修正し、用語解説にも入れるようにし、２

４ページの※は削除するようにいたします。
（修正案）

特に、人権と関わりの深い特定職業従事者※

（公務員、教職員、保健や福祉、医療関係者
等）への教育はもとより、～

8 萱沼委員
２４ページ

（②職員の意識変革）

ここでいう「職員」とはどのような人々を指すのかご質
問します。正規雇用の役所職員のみなのか、非正規や派
遣を含む職員なのか、またさまざまな委託事業先の職員
も含むのか、その範囲についてお訪ねです。　　　　例
えば、福祉分野では、市民と対面対応する事業が委託さ
れています。そこでの対応が人権意識に基づきなされる
ことが重要だと思われるため、質問いたしました。

ここでの「職員」は、市で雇用されている、
任期の定めのない職員、任期付職員、会計年
度任用職員、臨時的任用職員、嘱託職員を指
します。（地方公務員法で定めされている職
員）事業所が雇用する委託事業先の職員や派
遣職員は、２５ページの「関係機関・団体と
のネットワークの構築」に記載されている、
事業者にあたり、連携を図り、共働して権教
育・啓発の取組を進めてまいります。

9 直江委員
１２ページ
下から４行目

（子どもの人権問題）

「児童生徒のＳＯＳの出し方に関する教育」とはどうい
うことを意味しますか？

「つらいときや苦しいときに助けを求めても
よいということを学ぶ教育」のことを意味し
ます。いじめを苦にした児童生徒の自殺が大
きな社会問題となる中、2016年4月に自殺対
策基本法の改正で、学校における児童生徒の
SOSの出し方に関する教育の推進が盛り込ま
れました。１２ページ「子どもの人権問題」
を変更いたしました。（別紙５をご参照くだ
さい）

人権センター

関係課

人権センター

人権センター

2021（令和3）年度　人権施策基本指針改定（案）事前質問に対する回答について 別紙４

別紙４



項番 委員名
資料の
ページ

質問内容 回答

10 直江委員

７ページ上から
２行目

（人権施策の基本理念
〇「交流」）

（現文）さまざまな機会を通して市民や人権問題に関係
する団体がそれぞれの取組を認め合い、支え合っていく
ことができるよう相互交流の支援に努めます。
（案）市民や人権問題に関する団体が、さまざまな機会
を通してふれ合うことで、それぞれの取組を認め合い、
支え合っていくことができるよう相互交流の支援に努め
ます。
（※文書に関する御助言）

「理念とは、ある物事における根本的な考え
を意味するもの」とし、第２章の人権施策の
基本理念は基本変えない方針でいくこととし
ました。
※意味は損なわず、文書を読みやすくする目
的で、主語を最初に持ってくる形で御助言い
ただいたものと受け取っております。ありが
とうございます。

11 直江委員

４ページ
上から１０～１１行目

（改正の趣旨）
１６ページ上から１２行目
（感染症患者等に関する

人権問題）

表現を統一した方が良いのではないでしょうか？ ご質問いただきました４ページ、１６ページ
ともに、似た内容の文章となっております
が、１６ページは、（コロナ禍の自粛の中）
インターネットやＳＮＳを使った問題が起き
たことから、そのことにふれて記載しており
ます。

12 原田委員
８ページ

部落差別（同和問題）

３行目に「本市においては～」とあるが、どこまでは本
市の状況なのかを明確にする方がいいと思う。１０行目
の「差別意識の解消には至っていない状況です。」まで
が本市の状況ならば、次の「さらに、インターネット上
で～」は全国的な状況なのか？　もしそうなら、「さら
に、インターネット上で～」は改行し、「さらに、全国
的にはインターネット上で～」と続ける方が分かりやす
いと思う。

１０行目までが本市の状況です。改行を行
い、「さらに、全国的にはインターネット上
で～」と表記するよういたします。

13 原田委員
２０ページ

さまざまな人権問題

本年度の人権施策審議会の答申書で取り上げた、中高年
の引きこもり問題「８０５０問題」をどこかで頭出しし
てもらいたい。書き込むとすれば、「さまざまな人権問
題」ではないか。「８０５０問題」は今後、ますます深
刻な問題になる可能性が大きい。今後行政や地域社会で
どう対応すべきか検討を進めます。というような内容に
したい。

「８０５０問題」については、１３ページ
「高齢者の人権問題」に掲載することといた
しました。※古賀市第８期介護保険事業計
画・第９次高齢者保健福祉計画（２０２１～
２０２３)に明記しており、施策として「８
０５０問題」を古賀市地域包括ケアシステム
の中で対応していくこととしているため。

2021（令和3）年度　人権施策基本指針改定（案）事前質問に対する回答について

人権センター

人権センター

人権センター

人権センター

関係課

別紙４












